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京橋駅爆撃被災者慰霊碑と納経堂
（大阪市都島区片町2－3JR環状線京橋駅南口付近）

感盛
終戦後、同駅南口付近に市民により1947（昭和22）年8月に

慰霊碑、33回忌には納経堂が建てられました。ここでは毎年8

月14日に慰霊祭が行われます。参考室料：小しIlt二示「改訂大阪大空襲大阪が壊滅した［】」

戟争の悲惨さと平和の尊さを後仙こ伝え、“平和の首都’’大阪の実現

をめざすFピースおおさか友の会」会員を英数しています。

会 い 特 典

1 年 …‖隣 村 で 入 館 で き 、常 設 展 示 や 特 別 屁 示 な ど を 日 出 に

ご 覧 に な れ ま す　 講 演 会 ・特 別 展 示 等 の 促 し 案 内 や 館 報

「ピー スお お さか 」を送 付 します

会　　 照
佃 人 会 い　　 年 初 2 丁一lI】

川 休 会 H　　 年額 1ノJ H （1日 ） 糾 JH でも紺i楠です

申 込 方 法

・正 葦 、串 務 局へ 会 控を添 えて 申込 、若しくは 現 金 帯留 で郵 送

・銀 行振 込 川そな風情 ∴ 椚 i二友別れ ：を勅 irtrドJ鋸 ／、みずほ血行）

・郵 使 局振 込

ピースおおさかに来られた方から寄せられた
ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

●大阪の空皐のことを知れてよかったと思います。大阪の戦争のことは

TVでもあまりやっていないので、知ることができていい機会になりました。
大阪府大阪市（11歳）

●戦争の恐ろしさが良く分かった気がします。この今日学んだことを学

校などでもったえていきたいです。　　　大阪府大阪狭山市（14嵐）

●昔の悲劇を忘れず、人々が平和を心から望むことが大切だと思う。そ
うしないと一一一時の情勢に流されて誤った方向にこの閑は進んで行くと

思います。　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県神戸市（18歳）

●父の持っていた飯ごうと同じ物があり、なつかしくもあり、父の苦労をし

のぶひとときにもなりました。私たちの世代がこの戟争を身近に感じる
敏後の世代だと思います。　　　　　　　　大阪府阪南市（52歳）

●あらためて今の平和を守って行く争。夜毎、空襲におびえて暮さなくて

いい今の世を大切にしていきたいと思います。今の子ども達に一人で
も多く見てはしいです。　　　　　　　　　　大阪府門共市（71歳）

●スタンフォード大学の授業で貴館のことを知りました。見学するのには

幸い内容ですが良い展示です。また施設のデザインもすぼらしい
です。（原文は英語）　　　　　　　　　　　　　アメリカ（21歳）

●戦争の結果についてすべてのことを知ることができる、すぼらしい場

所です。（原文は英語）　　　　　　　　　　東チモール（24歳）

●友達から開いて来ました。アニメの映画が印象に残っています。
（原文は英語）　　　　　　　　　　　　　　　　　ラオス（27歳）

●秀逸な展示です。どうぞ将来の世代のために続けていってください。
（原文は英語）　　　　　　　　　　　　　　　コロンビア（30歳）

●この博物館は西洋の人々にとって、逆の立場からの戦争観を知るた
めに重要な所です。（原文は英語）　　　　　　フィンランド（51歳）

寄贈品紹介

●戦争柄の布
戦争柄の布や着物がつくら

れるようになったのは日清戦争

の頃で、大阪から流行り始め 前田須美子氏寄贈
たといわれています。戦争柄　　　（サイズ：3140×糾Omm）

は特に男児にとって縁起のよいものとされ、大正以降は子ど

もの着物柄として盛んに使われるようになりました。昭和に入

ると絵柄の精密さが増して行き、寄贈品【写真】の戦争柄は

軍服の様式などから日中戦争初期の頃を措いたものである

ことがわかります。また、さ1i時の最新鋭兵器である89式中戦

車や97式垂爆撃機なども精密に描写されています。

常設展示を解説した「展示の

てびき」や来館記念・おごt二産とし

て「缶バッチ」「キーホルダー」

「Tシャツ」「ランチクロス」など、

オリジナルグッズを販売しています。

0．

ピースおおさか　ご利用案内

㊤団体見学の申込受付

◆戦争と平和に関する展示・映画上映

◆ビデオ・DVDの視聴、図書資料の閲覧

◆平和学習用16ミリ映画ゼデオ・写真パネルの団体貸出

◆「空襲体験のお話」講師の紹介

◆戦争と平和に関する資料の寄贈受付

大阪市史編纂所

沖純県、I三和祈念資料館

樹化合

原爆文学研究会

品川歴史館

新北野中学校・三希会

畳ま災・まちのアーカイブ

世界人株問題研究センター

全国疎開学童連絡協議会

駄文成博士記念基金会

東京大空襲・戦災資料センター

広島大学

広島大学－平和科学研究センター

明治学院大学国際や利研究所

伊引　辛　岡崎悦明

ポm小源大　小m仙ナ

伊藤祐針子　川端　鴻

北谷・＃英　中野治朗　　藤原栄暢
久保孝雄　仰11茂樹　　前rI傍は√
佐々木誠　広宗輝子　　水上塩生

資料収集にご協力ください
ピースおおさかでは、戦争と平和に関する資料及び資料に関す

る情報を収集し、調査・研究に役二立て、後1酎こ伝えていくため大切
に保存しています。この意義をご理解いただき、質料収集にご協力
くださいますようお願いいたします。

●問い合わせ先●

ピースおおさか
〒540－0002　大阪市中央区大阪城2番1号

TEL．06－6947－7208　FAX．06－6943－6080
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特別展
〈ピースおおさか2007（平成19）年度後半の事業報告〉

「せんそうはなぜおこ
～『核戦争を考える2つの童話』から現代のミ

期　間：9月27日Q～11月18日ロ（計43日間）

協　力：はやしたかし、（NPO）テラ・ルネッサンス、日本ユニセフ協会、共同通信社

今、世界のどこかでは銃声が鳴り響いています。爆弾が炸裂しています。

遊び盛りのはずの少年が銃を構えています。赤ちゃんを抱えたお母さんが

逃げ惑っています∴瓦礫の中に埋もれた＝妻子を夫は涙をこらえて探してい

ます（）・‥

今回の展示では「人間はどうして戦争をするんだろう？」という疑問をも

う－∵度問いl拝し、「核戦争を考える2つの童話」（はやしたかし著）をもとに、

戦争を惹き起こす「人間の恐ろしさや愚かさ」を問いかけ、あわせて「事

実上の大過破壊兵器」といわれている小型武器の「実態」、無理やり銃を

持たされる千ども兵上の「苦悩」、核兵器のもたらす「惨状」、人の姿が見

えない現代兵器の「恐怖」を紹介することによって、恒久の平和を築くため

に、私たちには今何ができるのか、また何をしなければならないのか、ともに

考える機会として開催しました。

浄と兵器を考える～」

参加者：19，926名

「パキスタン北部の子どもたちからのメッセージ」
ーパキスタン地 の被災地から一一アフガニスタン難民キャンプから－
期　間：11月27日ロ～1月27日□（計46日間）

協　力：毎日新聞東京本社、（社）ガールスカウト日本連盟大阪府支部　　参加者：12，283名

2005（平成17）年10月8日に発生したパキスタン北部を震源とするマグ

ニチュード7．6の地震では、カシミール地方に壊滅的な打撃を・［j一え、7万3千

人以上の人々が犠牲となりました。

また、パキスタンには1979（昭和54）年以降、アフガニスタンからの社民

が大童に流入し、約120万人もの人々がキャンプ生活をしており、日本の民

間団体がパキスタン北部の難民の子どもたちに教育教材を庫揺届ける活

動を展開してきました。

私たちは、このパネル展（140一七）を適して、平和な社会を揺るがしかね

ない什黙災案の恐ろしさや多くの人々が犠牲を強いられる紛争問題につ

いて、改めて認識するとともに、厳しい状況の中でもたくましく生きるイゼも

たちからのメッセージを感じ取りながら今何をすべきか、何をしなければな

らないのか、十和の大切さについて考える機会としました。

■開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）　　　　　　　■入館料　大人250円、高校生150円（中学生以下、65歳以上及び障机、者の方は無料）
■休館日　月曜日、国民の祝日の翌日（月曜日が祝日の場合、　●交　　通JR環状線・地下鉄「森ノ宮」駅下車西へ約400m

翌日の火曜日は開館）、月末、年末t年始
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ピースおおさか2007（平成19）年度透過包事業報告
10月より3月までの主な事業の様子を報告します。

特別展

「写真と絵で見る大阪～戦前・戦後・そして今～」
期　間：2月5日Q～4月13日0（計58日間）（6月8日まで延長）

協　力：財団法人都市工学情報センター、大阪日日新聞 参加者：8，525名

戦前、大阪は商＿‾Ⅰ二業の街として発展しましたが、空襲により街は

焼け野原とか）ました。戦後、高度経済成長とともに次々と新しいピ

ルが建設され、街の風景も大きく様変わりしました。同時に、戦争

を体験された方々も次第に少なくなり、戦争の記憶が忘れ去られつ

つあります。

戦前・戦後の大阪城・御堂筋・ミナミの繁華街から新世界、通

天閣、四天王寺等大阪府内の街の様子がうかがえる写真や絵と、

同じ場所で撮影した現在の写真を並べて展ホし、二つを見比べる

ことにより、戦前・戦後の市民生活や空襲による被害の様イ・を知り、

現在までの時代の移り変わりについて考える機会としました。

「着物柄にみる戦争～諾韻翼長戦争まで～」

講演会

講　師：乾　淑子（北海道東海大学数掛

日　時：12月8日田
午後2時～4時

参加者：84名

㊨0戯戯棚　蘭醐金串爵

「女学生たちの戦争体験～翳慧監いけない～」

コーディネーター：横山　篤夫
（関西大学・天理大学非常勤講師）

報告者：戦争を体験した
旧制高等女学校の卒業生8名

日　時：3月9日Q
午後1時30分～3時30分

参加者：310名

「大阪大空襲の夜地下鉄は走ったのか」
日　時：3月9日口午後3時45分～4時45分

参加者：280名

21世紀の平和を考えるセミナー

《第28回≫Q匝l

「地球の声がきこえますか
一大自然と響き合う映画

『地球交響曲第六番』一」

日　時：11月18日口
午後2時～4時10分

参加者：280名

≪第29回≫E■田

「イスラムから世界を見る！
～平零口のために何ができるか～

講　師：フマユン・A・ムガール
イスラム評論家、
ジャーナリスト

日　時：1月26日田
午後2時～4時

参加者：110名

《第30回≫旺1司

「ミラクルバナナ
ーバナナって紙になるの？

貧困と環境を考える一

日　時：2月23日日午後2時～4時
参加者：110名

16ミリ映画ゼデオ・写莫パネルの貸出

地域や学校での平和学習に、16ミリ映画フイルムやビデオ・写真パネルをご利用ください。無料で8日間利用できます

l21世紀の子ともたちへおくる平和のつとい

冬休みアニメ映画会

12 月23 日ロ

午前 「M O T TA IN A lもったいない」

「美しい地球をよごさないで」

午後 「うしろの正面だあれ」

25日El 午後 「猫は生きている」

26日El 午後 「お星様のレール」

ピースおおさか名画劇場　参加者：147名

lピースフルステージ
ピースフルコンサート2007

「音楽は国境をこえて
～クラリネットアンサンブルの魅力～」

司　会：文字　祐子（もんじゅうこ）

演　奏：大阪市音楽団クラリネットアンサンブル

日　時：10月20日口午後2時－4時

参加者：270名

ピースフルコンサート2007

「ゴスペル～歌声で響きあう心～」

日　時：12月22日日午後2時～3時30分
出演者：SCOR（スコール）・ゴペック

参加者：296名

核軍縮フォーラム

団ヨ「ヒロシマから世界へ
－“戦争文化”から・・平和文化”の構築へ一一一」

日　時：11月3日口
午後2時～3時30分

講　師：スティーブン・ロイド・リーパー
（財団法人　広島平和文化センター理事長）

参加者：77名

フィールドワーク

「空襲と残された建物～御堂筋周辺を歩く～」

講　師：三島　佑－（四天王寺大学名誉教授）

酒井　一光（大阪歴史博物館学芸員）

日　時：3月16日Q午前9時30分～12時

参加者：46名

御堂筋周辺は、戦前から繊

維問屋、銀行、商社などが集

中し、大阪の商業の中心地と

して栄えていました。しかし19

45（昭和20）年3月13日深夜

から14日未明にかけての、アメ

リカ軍の爆撃機B29による大規模な空襲で、この地域は炎に

包まれ、人々はその中を逃げ惑い、約4千名もの尊い人命が奪
われました。

当時居住していて空襲を体験された方と地域を歩き、あわせ

て空襲の被害を免れた貴重な文化財を見学し、平和の尊さに

ついて考える機会としました。

C展示室「世界は今」コーナー
3 月～ 11 月 「地球環境の危機」

12 月～ 1 月 「紛争地の今～アチェ（インドネシア）～」

2 月～ 3 月 「紛争地の今～ハイチ～」

3 月下旬～ 「紛争地の今～コソボ～」

講堂内展示コーナー
（D寄贈資料の展示

4月～3月 直近の1年間に寄贈された資料を展示

（診写真パネル等の展示

ピースおおさかのいろんな形の屋根

平和とは、多様なものが相互に認め合って同時に存在し得る世界であることを表現しています。
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